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■ 事 務 局 ／ 福島県いわき市平字白銀町 4-13 不二屋第二ビル２F

■ 例 会 場 ／ いわきワシントンホテル椿山荘

■ 例 会 日 ／ 毎週木曜日 p.m.12:30 ～ 13:30
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「ロータリーは機会の扉を開く」
Rotary Opens Opportunities
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第 3218 例会（23号）　2020 年 12 月 17 日（木）晴

年忘れ家族会

年忘れ家族会の開幕を高らかに
宣言する伊藤盛敏親睦活動委員長

大満足だった料理メニュー

阿部弘行直前会長（右）の発声で乾杯した出席者

　令和２年最後の例会は恒例の「年忘れ家族会」で
した。会員や家族が出席して盛り上がりました。担
当の親睦活動委員会の伊藤盛敏委員長があいさつ
し、阿部弘行直前会長の発声で乾杯。椿山荘の心づ
くしの料理と飲み物を堪能しました。
　「バイオリンとピアノの夕べ」と題して、いわき
市を拠点に活動するバイオリン奏者常光今日子さん
とピアノ奏者渡辺貴紀さんが息の合ったアンサンブ
ルを披露しました。独奏や、曲にまつわるエピソー
ドを披露し、和やかな雰囲気に包まれました。親睦
活動委員会の元気なプレゼント大抽選会、赤い羽根
募金贈呈式があり、「手に手つ
ないで」の合唱で閉会しました。
今年は新型コロナウイルス感染
症に左右される１年でした。家
族会も出席者が距離を保つ新し
い方式での開催となりました。
新しい年は感染症を克服し、明
るく過ごせるよう頑張ろうと誓
い合いました。

名司会で家族会を盛り上げた
渡邉博之親睦活動委員

八幡恭朗会長から赤い羽根募金を受ける野沢達也会員（左）

八幡恭朗会長から赤い羽根募金を受ける鞍田炎会員（左）



会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　鞍田　炎　　松﨑　勉　　加賀広美

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

◆出席委員会（代理志賀康朗幹事）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数
12 月 17 日 51 名 51 名 ―

★本日の例会案内　１月14日（木）12：30 ～
　　新年例会（通常例会）
　　　林 いわき分区ガバナー補佐来訪

★次回の例会案内　１月21日（木）12：30 ～
　　職業奉仕委員会担当卓話
　　　根本通商㈱　代表取締役社長　根本克頼様
　　　「新エネルギーについて」

　皆さんこんばんは。本日はいわき平ロータリーク
ラブの年忘れ家族例会にお集まりいただきありがと
うございます。また、日頃よりロータリークラブの
活動に多大なるご協力をいただきありがとうござい
ます。おかげさまで私の会長の任期も半分を終わろ
うとしています。重ねてお礼申し上げます。
　今年は、本当にコロナウイルスに振り回される 1
年となってしまいました。中国武漢で新型ウイルス
が発生したという報道を聞いたとき、あるいはク
ルーズ船ダイヤモンドプリンセス号でクラスターが
発生したときでも、こんなに長く、大きな影響が続
くとは思ってもいませんでした。仕事の面でも、ロー
タリーの活動も、日常の生活すら、いろいろな制限
を受けた 1年だったと思います。まだまだ影響は続
きますが、来年こそは、ワクチンもひろまってコロ
ナウイルスが収束することを願いたいと思います。

点鐘・ロータリーソング（奉仕の理想）・四つのテ
スト（有賀行秀会員）

司会：志賀康朗幹事

◆会長挨拶ならびに報告

会長あいさつ　八幡恭朗会長
気持ちよい演奏を披露してくれた

常光今日子さん（右）と渡辺貴紀さん

バイオリンと
ピアノの演奏
プログラム

和やかに催された年忘れ家族会

プレゼントを次々と抽選する親睦活動委員

互いに距離をとり「手に手つないで」を歌った出席者
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